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1.背景と目的 

 2003年十勝沖地震や 20011年東北地方太平洋沖地震において，長周期地震動による被害が報告されている．

固有周期の長い構造物の耐震性検討においては，対象地点における長周期地震動特性を十分に考慮した地震

動予測が必要である．著者らはこれまで，地震動予測モデル EMPR1)と地震動観測記録を用いて，着目地域

の地下構造の影響による，長周期地震動特性推定法を検討してきた 2)．濃尾平野とその周辺地域を対象に長

周期地震動特性を推定した結果，図 1 に示すように，0.2～0.4Hz で卓越する傾向が見られた．以上のように，

地震動観測記録より地域固有の地震動特性を推定することができたが，一方で，図 2 に示すように，地点ご

とで卓越レベルが異なる傾向については，詳細な検討が必要である．そこで本研究では，濃尾平野の地盤構

造や地盤条件を基に，長周期地震動の卓越周期を比較し，地震動観測記録より推定した地震動特性の妥当性

について考察する．なお，本研究で対象とする長周期地震動とは，概ね周期 1～数秒程度を対象としている． 

2.地域固有の地震動特性推定の概要 2) 

 地震動特性の推定は，1 章で前述したように，地震動予測モデル EMPR を用いる．EMPR は，工学的基盤

(Vs=500m/sec)レベルの平均的な地震動特性を算定可能な手法である．地震動特性の推定においては，EMPR

における M=6 相当の非定常パワースペクトル 3)に対する倍率(重ね合わせ数)を算出し，地震や地点別の比較

を行う．EMPR における重ね合わせ数は国内の平均的な伝播経路特性を有したパラメータであるため，観測

記録より算出した非定常パワースペクトルと比較することで，地域に共通する地震動特性を推定することが

可能である． 

3.地盤特性の算定と長周期地震動特性の考察 

 対象地域を図 3に示す．図中の青線は濃尾平野固有の地震動特性が現れていると考えられる地点である．

図 2 に前述した補正係数は，赤または青線が図 3 の青線で示した地域内の観測点である．図 2 に示すように，

0.2～0.4Hz で共通した卓越が確認できるが，地点ごとでその卓越のレベルが異なる傾向も確認できる．図 4

に示す濃尾平野の基盤震度分布を見ると，名古屋港付近で深く，北東方向では基盤が浅くなる傾向が確認で

きる．そこで基盤深さや地下構造の影響と図 2の卓越の傾向を比較するため，J-SHIS4)で公開されている深部

地盤構造モデル(1kmメッシュ単位)を用いて地盤の固有周期と表面波分散曲線を求め，観測記録と比較した． 

 比較の一例として，図 2の赤，青の太線で示した⑫名古屋港地点と④AIC004 地点における表面波分散曲線

を図 5 に示す．両地点は濃尾平野固有の地震動特性が現れている地点であるが，基盤深度が異なる地点であ 

 

   
図 1 濃尾平野における地震動特性の補正係数 2) 図 2 紀伊半島沖地震(2004)における地震動特性の比較 2) 



 

図 3 地形区分と観測地点分布(J-SHIS4)に加筆)      図 4 基盤震度分布(文献 5)に加筆) 

  

(a)名古屋港，Love 波   (b)名古屋港，Rayleigh 波 (c)AIC004，Love 波     (d)AIC004，Rayleigh 波  

図 5 表面波分散曲線の比較 

 

り，図 2 に示すように，地震動特性の卓越レベルが異なる地点である．図 5より，基盤の深い名古屋港地点

の方が低周波数側で卓越する傾向が見られるが，両地点共に 1Hz未満の比較的長い周期であることが確認で

きる．なお，図示は省略するが，図 2灰線で示した濃尾平野周辺地域においては，表面波は 1Hz以上で卓越

しており，表面波分散曲線からも濃尾平野において比較的長い周期帯の地震動が卓越する傾向が確認できた． 

4.まとめ 

 本研究では，地震動観測記録より推定した濃尾平野固有の長周期地震動特性を検証するため，地盤構造モ

デルに基づいた考察を行った．著者らの推定結果 2)が概ね妥当であることが確認できた．なお，検討におい

ては，各地の地盤構造モデルのみを用いており，濃尾平野における，地下構造の形状や傾斜している基盤構

造など，地下構造の 3 次元的な影響による増幅特性については今後考察が必要と思われる． 
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